







































両l 山 ~1)):0の現実である 。海洋文化が産業に結びつき経済を発展させるという政府やr~I ::J の認識は、
ある聞で泌洋文化の捻Jill、保存、平IJ!Fl、そして発展に大きく貢献している。
2 舟山列島の主な漁業文化資源
( 1) ì，((tl~の l唄
従来、封l山列jみは漁業が漁民迷の主な生活手段であった。機帆船はないl時代、事Ii労なと'1;(1，をli
る方法はすべて人力で、集団の力を合わせることが必要だった。魚網を引き上げたり、帆をかけ
たりする仕事をする H奇は、カを合わせるため、 一人の漁民がまずl唄を歌い、 f~Tがこのl唄に応えて






体験できるようにして、観光資~JJ;( として大 き な人気を1専している 。

























写真3 く舟山鼓〉から引用 舟山数字文化網 2008年10月10日
( 4 )漁民の総締め

























始めると、 I~I 分の興味がどんどん膨らんでいっ た o iWi <内谷は自分の生活に附することや身の@
りのこと、あるいは漁民たちの感じたことであった。そして、絵を抗くことは漁民たちに広く普

















世界でも有数の海洋漁場である 。 主な水産品は大賞魚(フウセイ ) 、小~it 魚 (キグチ) 、術魚
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